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I.問題の背景と目的
本稿では，職員支援の観点をふまえた被措置児
童等虐待発生防止をはかるべく，社会的養護関係
施設の組織風土を把握するツールの開発に応用す
るための理論的枠組みを．文献的研究を通して検
討することを目的とするc
1.児童虐待対応件数の増加と社会的養護の施設
等が抱える課題
児童虐待はすでに社会的な問題として広く認知
されるようになった。 2015（平成27)年度の児童
相談所による児童虐待の対応件数（速報値）は
103,260件と過去最高となり，児童虐待問題への
対応は，社会制度をはじめとし，福祉・心理・教
育等の各方面から，その防止や発生後の対応，支
援治療など，様々な取り組みがされつつある。
2013（平成25)年度の児童相談所による児童虐
待対応件数73,802件のうち， 4,465人が児童福祉施
設に措置されている。そのうち390人が里親に委
託され，残りの4,075人は児童養護施設，乳児院
などの児童福祉施設に入所している。 2012（平成
24)年度には，児童養護施設で暮らす子どものう
ち， 53.4％が被虐待児童となっており（厚生労働
省， 2012)，現状では児童養護施設で暮らす子ど
もの半数以上が被虐待児で占められているという
現状がある。
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こうした状況の中，児童養護施設をはじめとし
た児童福祉施設において，多くの困難が生じてい
る。近年の被虐待児の増加に伴う子どもの養育の
困難と施設機能に対する社会的要訥等への対応で
ある。心理療法担当職員，家庭支援専門相談員
個別対応職員，里親支援専門相談員などの配置や
増員など，様々な人的・制度的拡充が相次いでい
るものの，職員の離職やバーンアウトは依然とし
て高い水準にあり，入所児童へのマルトリートメ
ント（児童への不適切な対応）等の問題も生じて
いる。
2.被措置児童等虐待の防止と職員支援の必要性
社会的養護の施設での養育の困難さの増大，施
設内でのマルトリートメントヘの対応，そして子
どもの福祉の更なる向上を目指し， 2009年に児童
福祉法第33条に被措置児童等虐待防止が制定され
た。被措置児童等虐待とは，児童福祉施設や里親
家庭における，被措置児童等への胆待のことをい
う。被措置児童等虐待防止には，発見したものの
通告義務，通報に対する都道府県の確認と対応義
務等が定められている。
制度が設けられた2009年度から2014年までの5
年間で，全国で届出・通告件数が1,085件， うち
虐待の事実が認められた件数が302件（厚生労働
雇用均等・児童家庭局， 2010: 2011 ; 2012 ; 
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2013:2014)，束京都では2009年年から 6年の間に．
届出・通告件数が191件， うち虐待の事実が認め
られた件数が64件となっている（東京都， 2010:
2011 ; 2012 ; 2013 ; 2014 ; 2015)。これらは都道
府県の調査により被措置児童等虐待とみなされた
件数であり，不適切な対応ではあるが被措置児童
等虐待とまではいえないという事例は，届出・通
告件数の中に多く存在する。また，村田 (2015)
が指摘するように，把握された数値は氷山の一角
であり．その背後には届出や通告に至らなかった
事例も多く存在すると思われる。
虐待などにより社会的養護のもとで暮らすこと
になった子どもにとって，児童福祉施設や里親家
庭は最後の砦であり．その場を物理的心理的に安
心できる安全な生活環境であるよう守ることは，
社会に課せられた責務である。
また，被措骰児童等虐待を防止することは，子
どもの心身の健やかな成長および庖待による心理
的被害からの回復のために重要である。虐待によ
る心的外侮からの回復やアタッチメント関係の修
復は，再店待の心配のない安全な環境と養育者と
して機能する職員や里親の存在が保証されてはじ
めて可能となる。職員から虐待を受けることは，
被虐待体験からの回復が図られないばかりか， さ
らなる心的外侮体験として，子どもの心をいっそ
う深く侮つけることになる。被措置児童等虐待が
社会的養護の場において生じることは，回復と成
長のために必要な安全な環境と安心できる関係が
保証されないばかりでなく，被害を深めることを
迂味する。したがって，施設職員を支援し．再虐
待が生じることのないようにすることは，子ども
の回復にとって重要である。
施設職貝は，子どもにとって回復と成長の鍵を
握る存在である。施設職員が提供する養育環境と
職員との養育関係を通して，子どもは成長し被虐
待体験から回復していく。そのためには．再虐待
が生じないばかりではなく，施設職貝が精神的に
健康であり養育者として十分に機能すること．そ
してそうした職員と長期にわたる関係が継続する
ことも必要である。
被措置児童等虐待を防止し子どもにとって施設
が安心できる場にすることとそこで働く職員が
養育者として十分に機能し．離職をせずに継続的
に勤務しできるよう支援することは，子どもの福
祉の実現において必須であるといえよう。
3.被措置児童等虐待の発生と組織風土
組織風土とは，その環境で働いている人に直接
的・間接的に認知される職場特性であり．職員の
モチベーションや行動行動に影響を及ぼすものと
されている (Litwin& Stringer, 1974)。組織風
土は．職貝の離職やメンタルヘルスの状況とも密
接に関係することが明らかとなっており（稲岡
1994；塚本・浅見． 2007；塚本・野村． 2007ほか），
不祥事にも組織風土が関与しているといわれてい
る（蘭・河野， 2007:岡本， 2006:草野， 2001;
ほか）。介護施設における高齢者胆待の要因とし
ても．職員が勤務する組織の風土が虐待発生要因
として指摘されており（大井川． 2010；厚生労働
省， 2013など）．被措置児童等虐待の発生要因の
一つとしても．組織風土の存在が指摘されている
（東京都． 2014；加藤， 2013ほか）。
被措置児童等虐待を防止し職員を支援していく
方策の一環として．被措置児童等虐待の発生と予
防に関係する組織風土を明らかにし，介入の方策
を検討することが必要である。
組織風土は．組織の目的などの機能に応じて異
なり． どの組織にも共通する普遍的なものはない
といわれている (Burke.1994)。従ってそれぞれ
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の組織の特性をふまえた．特定の目的に焦点を
絞った組織風土把握が必要である (Schneider,
Ehrhart & Macey, 2013)。すなわち．被措置児
童等虐待に関連する施設風土をとらえようとする
場合には．社会的養護施設の特性をふまえた．被
措置児童等虐待などの不適切行為と関係する施設
風土の把握が必要であるといえる。
しかしながら，社会福祉施設における組織風土
研究は乏しく，社会的菱護の施設に至っては皆無
に等しい。また，被措置児童等虐待の発生に関与
する風土は，体験的には述べられているものの（東
京都， 2014)．具体的に明らかになっておらず，
それを把握するツールも開発されていない。職員
の職務遂行や不適切行為に大きく影響を与える組
織風土について，被措置児童等虐待の防止と関連
する社会的養護施設の組織風土を把握すること
は．働きやすい環境を実現し職員を支援するとい
う観点と，被措置児童等虐待を防止し子どもが享
受すべき最低限度の福祉を守るという観点から重
要である。
以上の問題意識をふまえ本研究では，被措置児
童等虐待の発生防止への対策として．社会的養護
関連施設の組織風土を把握するツールを開発する
ために発生に関与する要因ならびに被措置児童
等虐待の発生と防止に関係する組織風土につい
て，文献的検討を通してその理論的枠組みを提示
することを目的とする。具体的には．被措置児童
等虐待の発生要因，各領域における組織風土指標
と不祥事に関わる組織風土に関する研究をふま
え．被措置児童等虐待の発生に関与する組織風土
次元を抽出するために必要な理論的枠組みを検討
する。
Il.被措置児童等虐待の発生要因
被措置児童等虐待が発生する要因について，厚
生労働省 (2012)は，自治体からの報告をもとに，
被措置児童等虐待の発生時の状況について，施設
全体の要因と職員の要因とにわけてまとめてい
る。施設全体の要因としては，対応の難しい子ど
もの存在や施設の勤務態勢，管理体制．職場の雰
囲気や施設が共有している支援の考え方の問題な
どである。職員の要因としては，職員体制や未熟
なスキル，養育に関する誤った考え方や職員個人
のパーソナリティの問題をあげている。全国社会
福祉協議会 (2009)は事例研究を通して，権利侵
害事件の発生にみられる特徴として，①意識など
基本的資質次元の問題，②職員の専門性の問題，
③組織次元の問題，④権利擁護制度の機能不全，
の4つの観点から整理を試みている。また，多賀・
山ロ・狩野ら (2012)は，職員の労働環境の過酷
さによるストレスや疲労（津崎， 2009)．知識と
技術の不足，養育観の不足（西澤， 2009)，暴力
を引き起こしやすい子どもの特性（森田， 2006)
などの論述をもとに，施設内暴力は①職員側の問
題②児童側の問題，③施設の労働／生活環境の
問題を背景に生じていると述べている。また村田
(2015) も，従来の指摘を整理し，①養育理念・
理論の欠如，不適切さ．②施設長の課題（支配構
造横領など），③職員集団の課題（職員間の支
配ー被支配，専門性の低さ，労働条件の悪さ）に
まとめている。加藤 (2012)は従来の指摘を概観
したうえで． 100件以上の被措置児童等虐待案件
のヒアリング経験をふまえ①勤務態勢などの労
務的要因②虐待者の個人的要因，③子どもの特
性要因④養育風土などの組織的要因に加え，⑤
職員関係やサポート体制などの集団的要因，⑥マ
ネージメント等の組織的要因などを，被措置児童
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等虐待が生じるリスク要因としてまとめている。
以上は，実践をふまえた経験的な指摘や，それら
の研究を概観した上で個人の経験を加味したもの
といえる。
実証的な被措置児童等虐待の発生要因に関する
検討としては，加藤 (2016)による．｀子どもと職
員との関わりの観点から被措置児童等虐待の発生
場面を分析したものがあるc 厚生労働省の各年度
における被措置児童等虐待への各都道府県市の対
応状況に記載されている事案の記述項目をもとに
内容分析を行い．その結果17のカテゴリを抽出し
ている。子どもに対して生活指導を行う場面．子
どもの問題行動へ対応する場面，子どもを養育す
る中で生じる通常の営みの場面，子どもと養育者
の関係が近づきすぎる場面において，被措置児童
等虐待が発生していることを確認している。その
背景には，基本的な養育者の養育スキル，子ども
を指導する場面での養育者の指導や関わり技術，
また容易に過覚醒状態になりやすい子どもの特性
をふまえた専門的知識と関わり技術の不足がある
と考えられ，具体的な養育技術も含めた養育者自
身の内的成長，そして，意圏的な虐待行為を排除
するための職務規程等の整備の必要性が述べられ
ている。
また．領域は異なるが，高齢者虐待の発生要因
としては，教育・知識・介護技術等に関する問題
(66.3%），職員のストレスや感情コントロールの
問題 (26.4%），虐待を助長する組織風土や職員
問の関係性の悪さ (13.0%）．人員不足や人員配
置の問題及び関連する多忙さ (11.9%），虐待を
行った職員の性格や資質の問題 (10.4%）．倫理
観や理念の欠如 (10.4%）となっている（厚生労
働省老健局， 2014)。
以上をふまえ．被措置児童等虐待の発生要因に
関する先行研究を整理し，その要因について分類
したものをTablelに表す。分類によって，【子ど
もの要因】として［対応が難しい子ども］， 【職員
の個人要因】として［養育技術の不足］，［職員個
人の課題］，［権利意識の不足］，【環境要因】とし
て［過重な勤務体制］ ［管理体制の不備］ ［サポー
ト体制の不足］ ［職員関係の悪さ］ ［子どもを守る
しくみの不足］ ［養護・養育理念の不適切さ］ ［組
織風土の影響］に整理した。
lI.組織風土研究と規定因
1.組織風土の規定因
一般的な組織風土の規定因に関する研究は数多
くある。例えば，Litwin& Stringer(l974)は，（ 1)
リーダーシップ，（2)背景の制約，（3)技術，（4)
ルー ル， （5)管理者の姿勢， （6)方針・組織構
造を組織風土の生成要因としてあげている。松尾
(1996)は，Kotter(1978)とField& Abelson (1982) 
による規定因の分類を参照し．（1)外的影響（環
境），（2）組織的影響（組織構造，システム），（3)
個人的影押（従業員，経営陣）， （4)全社的な経
営成果の影響（5)特定の成功体験の影響の 5
つに分類している。 James& James (1989)は，
最も簡便に職場環境を識別するために，「心理的
風土変数」を提唱し，（ 1)役割ストレスおよび
調和の欠如，（2）リーダーによる促進と支援，（3)
仕事の挑戦と自主性， （4)職場の協カ・友好度・
暖かさ，という 4因子をあげた。このように多
く取り上げられている生成要因としては， リー
ダーシップのあり方，組織の構造．組織の方針（理
念）やルール，組織を取り巻く環境，仕事の成果，
職場の支持的な環境（人間関係）などが共通して
いる。
しかしながら，組織風土の次元に関するレ
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Table 1 
子どもの要因
対応が難しい子
ども
暴力を引き起こ
しやすい子ども
の特性
職員の個人要因 環境要因
養育技術の不足 lila佃人の謀屈 権利窟田の不足 過霞な勤務体制 管理体制の不備 サポート体制の
不足
m日1l1係の愚さ 子どもを守るし
くみの不足
費Ii・孜宵理念
の不遇切さ
組織風土の影笞
森田 (2006)
全国社会福祉協直
会 (2009)
既日の寺門性の
問題
店滋など其本的
資只次元の問題
楼利擁設制度の
機能不全
急識など；；；本的
買質次元の問敗
組織次元の問題
津崎 (2009)
職員の労働環境
の過酷さによる
ストレスや疲
労．
西澤 (2009),
粗百硯の不足
厚生労働省
(2012) 
対応の難しい子
どもの存在
知識と技術の不
足
未熟なスキル 識員個人のパー
ソナリティの問
屈
施設が共有して
いる支援の考え
方
森白に閃する
浪った名え方
??
ー
施設の勤務態勢
職員体制
管理体制 瞭場の雰囲気
多賀•山ロ・狩野
ら (2012)
加藤 (2012)
児蛮側の問四
子どもの特性要
因
(1）nn側の問
li'l, R 
厚生労働省老健局
(2014) 
敦育・知滋・介
没技術等に関す
る[Il俎
虐待益の個人的
投因
団貝のストレス
や感切コント
ロールの問煩
氾待を行った戟
只の性格や賓閃
の間1l
伶理観や理念の
欠如
施設の労拗／生
活環境の問題
勤務態勢などの
労務的要因
人員不足や人員
配置の問題及び
関連する多忙さ
マネージメント
等の組磁的要因
サポート体制 職且閃係
職日間の閲係性
の癌さ
森Il砥土
沿待を助長する
組織風土
??
村田 (2015)
臓只笈団の課題
(1!門性の低
さ）
盤臼名の社行ス
キル、専門的知
識と関わり技術
の不足
職貝集団の課題
（労働条件の悪
さ）
施設長の課題
（支配構造，横
領など）
職a集団の課既
（職貝間の支杞ー
被支配）
蓑有理念・理論
の欠如．不適切
さ
加藤 (2016)
容易に過覚配状
態になりやすい
子どもの特性
狡百む自身の内
的成奴．
意図的な店待行
為を排除するた
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ビューによれば，その結果は80を越えるほど多次
元に広がり，一致はしていないという指摘がある
(Koys & DeCotiis, 1991)。日本における組織風
土研究においても，リーダーシップや職務特性（福
間， 2006)，業種や顧客 (Schneider,Brief & 
Guzzo, 1996)，職場のストレス要因の構造の違い
（島津・布施・種市ほか， 1997) などが，次元の
抽出に影秤を与えるといわれている。組織風土は
職場ストレッサーと関係し，組織メンバーの動機
付けや行動にも影響を与え，業務特性も組織風土
と関係していることをSchneider,Brief & Guzzo 
(1996) も指摘しており，望ましい組織風土は業
種や顧客，業務特性によって異なるとしている。
つまり， どの組織にも共通する普遍的な規定因と
いうものは見いだせないため，近年では集合的な
風土ではなく目的に照らし合わせた組織風土の把
握を試みる研究が中心となっている。組織風土の
測定方法についても一般化された普遍的な尺度で
はなく，組織や研究者の問題意識に基づいて開発・
選択された尺度が用いられることが多いといわれ
ている（高原•宮本・釘原， 2014) 。
したがって，被措腔児童等の発生と関係する児
童福祉施設における組織風土の把握を試みる場合
にも，被措置児童等虐待の発生要因をふまえ，児
童福祉施設特有の職場のストレス要因社会的養
護施設における職務特性，支援対象である子ども
の特性，そして不祥事などの不適切行為と関係す
る風士などを加味した組織風土の検討が必要であ
るといえよう。
2 領域ごとの組織風土研究
特定の組織を対象とした組織風土研究では，企
業などの産業領域を対象としたものが多くある。
浅井 (1986) はMoss(1981) のSocialClimate 
Scale（職場棗境尺度）の標準化を試みた結果，
3つの次元と10の下位尺度を確認した。次元lは，
人間関係と関係し，①自我関与，②同僚間の凝集
性，③管理者の援助からなる。次元2は個人的
成長に関係し，④自主性と⑤仕事の方向性から構
成される。次元3は，システムの維持と改善に関
する次元であり，⑥仕事に対する圧力や⑦規則や
指示の明確さ，⑧管理，⑨作業改善，⑩職場環境
の快適さから構成されている。外島 (1991,
1992) もMoss(1981) を参考に，行動を強制す
ることを示す伝統性とPlan・ Do ・ Seeのマネジメ
ントが機能していることを表す組織環培性からな
る企業組織用組織風土尺度を開発しており，さら
にそれは松田 (1995)，福井 (2004) らによって
短縮版が開発されている。関本・鎌形・山口(2001)
は日本の企業の組織風土を適切にとらえること
を目的として，組織風土の 7次元を抽出した。第
1因子から順に，「権威主義・沢任回避」「自由闊
達・開放的」「長期的・大局的志向」「柔軟性・創
造性・独自性」「慎重性・綿密性」「成果主義・競
争」「チームワークの阻害」があげられている。
ほかに，業績向上との関連，メンタルヘルスとの
関連，安全性の向上との関連などから組織風土の
把握が試みられている（高原， 2015 ：福井•原谷・
外島ほか， 2004:林． 1996, ほか）。業績向上や
成果にかかわる規定因がみられることが特徴であ
るといえよう。
対人支援領域の研究としては，学校組織や病院
組織を対象とした研究がある。
学校領域では，教師や生徒など学校を構成する
要貝のメンタルヘルスと組織風土との関係に着目
した研究（高木， 2013:田中・米澤・林， 2009),
管理職やマネジメントとの関係に行目した研究
（米沢・山埼・栗原， 2014;土屋， 1998:松原・
吉田•藤田ほか， 1998) ，養護教諭の役割や特別
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支援教育と関係に着目した研究（米沢•宮木・内
村ほか， 2014 ；鈴木・淵上， 2012 ；米沢•岡本・林，
2010) などがある。米沢•岡本·林 (2010) は，
学校における教育行為と組織風土は関連してお
り，学校の組織風土を外生的変革に対する学校の
組織的対応の規定要因の一つとしてとらえ，特別
支援教育の推進状況への影響を検討した。その過
程で，岡東・福本 (2000)を参考に，学校の組織
風土尺度を作成し，学校組織風土の次元として，
(1)校長との肯定的雰囲気，（2)成長的・挑戦
的雰囲気，（3)開放的・一体的雰囲気を抽出した。
吉田・佐々木・栗林ら (1995)は，学校組織の有
効性について組織風土の観点から検討し，学校組
織風土の測定法については，Halpin&Croft (1963) 
の OCDH(organizational climate description 
questionnaire) を参考に，学校組織風土尺度を
作成した。（ 1)組織への積極的参加，（2)教師
の主体性， （3)校長の教育理念， （4)管理・統
制，（5)集団の凝集性，の 5つの次元を見い出
している。学校を対象とした一連の組織風土研究
においては，校長などの管理職の働きと，教師集
団の姿勢や関係に着目しているものが多いといえ
よう。
医療領域における組織風土研究では，看護師の
離職と組織風土との関係に関する研究（難波・矢
島他， 2012; 田邊•岡村， 2011; 塚本・野村，
2007)，病院や病棟の組織風土と看護師などの病
院勤務職員のメンタルヘルスとの関係に関する研
究（外島・時田， 2015；松本・金井， 2012；塚本・
結城ほか， 2009;塚本・浅見， 2007)，また，患
者の安全に対する職員の態度と組織要因の関係に
関する研究（松原・鮎澤・萩原， 2004)などがあ
る。
稲岡 (1994) は， Duxbery,Henlyら (1982)
のNurseOrganization Climate Questionnaireを
用いて， 15要因からなる病棟の組織風土尺度を作
成し，塚本・野村 (2007)はそれの標準化を試み
ている。田邊・岡村 (2011)は，外島・松田 (1995)
の組織風土尺度20項目を使用し，離職意向との関
連を検討している。難波・矢島ら (2012)は，福
井 (2004)の組織風土尺度12項目版を使用し，新
人看護師における職場の組織風土とコミットメン
トおよび離職意向の関連を検討している。外島・
時田 (2015) も，同じく福井 (2004)の組織風土
尺度12項目版を用いて，病院職員を対象に組織風
土の認知とモラール，職務満足，精神的健康との
関連を検討している。松本・金井 (2012)は，「労
働時間の延長」「「われわれ」という感情の希薄化」
「職場の「メランコリー親和痰化J」の 3次元で看
護師のストレス反応に影響する職場風土を測定し
ている。塚本・結城ら (2009) は，稲岡 (1994)
の病棟の組織風土尺度を参考に独立した尺度を作
成し，看護師長のあり方と看護師のバーンアウト
との関連を検討している。塚本・浅見 (2007)は，
稲岡 (1994)の病棟の組織風土尺度を参考に病棟
にあてはまる13の下位尺度を改訂し．信頼性と因
子構造を明らかにした上で病棟の組織風土とバー
ンアウトとの関連を検討している。その結果，看
護の組織風土は，積極的雰囲気，師長のサポート．
業務負担感，意思疎通感，権威的雰囲気という 5
因子で構成されることを確認している。
学校や病院など．特定の組織において目的を設
定した研究を概観すると，既存の組織風土尺度を
参考としながら改変を試みたものや， 目的に合わ
せて既存の尺度を組み合わせ組織風土との関連を
検討したものが多い。管理やリーダーシップのあ
り方，組織の構造， 目的，規範，業務上のストレ
ス，構成員の関係，個人の成長や状況などをはじ
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めとして．それぞれの組織の目的に照らし合わせ
規定因を見いだしていることがわかる。
3.社会福祉施設に関する組織風土研究
社会福祉施設における組織風土に関する研究
は．他の領域と比べ圧倒的に乏しい。 Ciniiにおい
て，福祉x組織風土で検索した場合は16件，施設
x組織風士で検索した場合は 9件．そして社会福
祉施設x組織風土で検索した場合はわずか3件に
とどまる (2016/12/18)。社会福祉施設における
組織風土研究には，働く職員の働きやすさという
観点からのものと，利用者にとってのサービスの
質の向上という観点，そして組織改変により生じ
る組織風土の把握と不祥事に関係する組織の特性
に関するものがある。
村田 (2014)は，社会福祉施設における組織風
土を，働きやすい「魅力的な組織風土」という観
点から，実習生へのインタビューを通して事例的
に検討している。そこから．「利用者主体と利用
者への責任」「職場内・外での連携」「対人援助職
としての視点」を規定因として見いだしている。
利用者へのよりよいサービスの提供を目指すと
いう観点からの組織風土研究としては，次のよう
なものがある。福間 (2005)は．組織構造と職務
特性が組織風土に与える影響について質的インタ
ビューを通して検討した。社会福祉施設は分権化
の進んだ組織構造と協働意識が強く求められると
いう組織特性により，他者と協力してサービスを
提供していくという「協カ・調整思考の組織風士」
が醸成されることが，質的調査を通して明らかに
されている。また，東京都 (2012)は，サービス
の質の向上を目的として．社会福祉施設における
「良い」組織風土として，職員が自らの職務に自
信と誇りを持っている，常に利用者の立場に立っ
て物事を考え行動している，組織にとって有益な
新しいことに積極的に挑戦している．職員同士が
上下関係を気にせず率直に意見を言い合える（自
由闊達な雰囲気がある），自分の裁最と責任にお
いて仕事を進めることができる．個人のことより
もチーム全体のことを考えて行動している，同僚
が困っている時には互いに助け合っている． とい
う7項目をあげている。特に社会福祉施設に重要
な組織風土として．「助け合う組織風土」と「積
極的・前向きな組織風土」をあげ， この組織風土
の領域を含め組織管理の観点から 4領域14種類の
チェックリストを作成している。
ほかに，大井川 (2010)は．高齢者施設におけ
る虐待という不祥事に対する組織対応について検
討し，組織内葛藤は潜在的な葛藤があると解決が
困難になり組織内葛藤が生じないようにするエ
夫が必要であると指摘した。組織内の個人には，
主体的に歩み寄る姿勢と関係性のネットワークが
重要であるとし，組織においては「縦型組織から
の脱却」「組織内コミュニケーションの多様性を
炸重」「倫理意識の向上の視点」をはかることが
重要であるとした。福間 (2016)は，介護職の自
立性と職務満足との関連を，能力と組織風土の観
点から検討し，新規性の許容を意味する組織風土
の一部を用いて．組織特性が職務満足の向上に影
響していることを明らかにした。
しかしながら，いずれの研究においても，社会
福祉施設独自の組織風土にかかわる規定因を測定
する尺度は用いられておらず，質的研究をとおし
て規定因を見いだしたり，組織風土が与える影響
を既存の尺度を用いて把握したりする方法にとど
まっている。
社会福祉施設に関する組織風土研究のうち，被
措置児童等盾待防止に関わる組織風土に関係する
と思われる．利用者へのサービス向上と職員に
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とっての働きやすい職場という観点から，村田
(2014)，福間 (2005)，東京都 (2012)について
まとめたうえで分類したものをTable2に示す。
共通の目的に照らし合わせ，組織風土を測定する
要因としてはまとまった抽出はされていないもの
の，社会福祉施設の組織風土に関係すると思われ
る要因として，「わかりやすい組織構造」「業務内
容の明確化と分担」「組織内外の連携」「利用者主
体」「積極性」「自由闊達なコミュニケーション」「業
務内容の明確化と分担」「チーム主体の意識」「相
互支援」「専門知識の豊富さ」「仕事とプライベー
トの切り替え」などに整理した。なお，「専門知
識の豊富さ」と「仕事とプライベートの切り替え」
については，「対人援助職としての視点」に，学
ぶ姿勢や自由なコミュニケーション，専門知識の
豊富さ，業務内外での人間関係の切り替え，など
が含まれていたため，そこから抽出した。
4.組織風土と不適切行為との関係
組織風土とは，客観的な組織環境そのものでな
く，「共有された心理的意義」と定義され (James,
1982; Schneider, 1981)，組織メンバー全体に共有
された組織環境に対する主観的認知である。山田・
福永・中野 (2005)は，組織風土が個人の意思決
定に強く影響を与えることを指摘している。特に，
「倫理意識」にはほとんど影響しないものの，「倫
理行動」にはかなり重要な影響を与え，メンバー
の「意識と行動の乖離」現象をもたらすのは主に
組織風土要因であると指摘している。
不正や問題を起こす組織の特長として蘭(2007)
は，（ 1)組織の業務や慣習が恒常的に不正状態
にある，（2)次元や事故が起きたとき組織ぐる
みで隠蔽しようとする，（ 3)不正・不祥事を起
こした当事者に罪の意識が弱い， という三点をあ
げている。草野 (2001)は官僚組織を対象に，（1)
命令・従うべき価値規範が上から下にくる， （2) 
メンバーは階層の上位に上がることを目指す，
(3)上下関係が中心で横のつながりが弱い，（4)
権力がトップに集中する，（5)上下関係が法律
より強い，ことを提示している。 Paine(1996)は，
(1)非現実的な目標達成の圧力，（2)誤ったイ
ンセンティブ制度， （3)管理不良，（4)不注意
な瓶用， （5)不適切な教育訓練， （6)倫理的な
リーダーシップの欠如などを，企業の不正行為の
原因となる組織風土としてあげている。
また，岡本・鎌田 (2006)は，組織内の慣行と
しての「属人思考」が，違反の容認と関係するこ
とを明らかにし， 5項目からなる属人風土の測定
尺度を開発した。属人思考とは，提案や発言，行
為に対する判断がそれを誰がやっているかという
ことを重んじ，判断していく風土である。さらに，
鎌田・上瀬•宮本ら (2009) は，違反容認の雰囲
気尺度を用いて組織内の違反を個人的違反と組織
的違反に分け検討し，属人風土が組織的違反の容
認に影響を及ぽすことを明らかにした。星野・新
井•平野・柳沢 (2008) は，職場での不正・違反
放置の風土を尺度化し，属人尺度，リーダーシッ
プ，コンプライアンスの整備，職場風土との関連
を検討した結果， トップダウン方式で行われるコ
ンプライアンスシステムの整備は，職場での不正・
違反放置の風土に対して限定的な影響力しかな
く，経営者による道徳的リーダーシップや職場に
おける信頼関係の方が重要であることを明らかに
した。これは，被措置児童等虐待という不適正行
為が放置されないためには，社会的養護施設にお
ける子どもの権利擁護の取り組みが施設長などの
管理者からのトップダウン方式では効果は限定的
であり，それよりも管理者自身が道徳的リーダー
シップを発揮し職場における信頼関係を高める方
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著者 目的
利用者へのよりよいサーピス（管理能力
福間 (2005)
穎客志向を在めること）
Table 2 
次元
組織構造の公式化を高めること
祖緑構造の分権化を芯めること
利用者や組笠内都の閃連専門眠からのフィード
パックを高め直接的な伯穀を得ること
利用者主体と利用者への只任
村田 (2014) 低きやすい「魁力的な矩忠且し土」 哀湯内・外での連携
東京和 (2012) サーピスの茂の向上
対人援助臣としての視点
魂日が自らの賑務に自信と誇りを持っている
常に和」用者の立場に立って物亨を考え行動して
いる
粗豆にとって有益な新しいことに石極的に払蝦
ている
匿員同士が上下関係を気にせず率直に意見を己
い合える（自由哭達な雰囲気がある）
自分の裁凪と内任において仕事を進めることがで
きる
カテゴリー
わかりやすい組織構造
業務内容の明確化と分担
組綜内外の連携
利用者主体
祖織内外の連携
対人援助臣としての視点
臣務への自信と誇リ
利用者主体
積極性
自由跨達なコミュニケーション
笑務内容の明確化と分担
涸人のことよりもチーム全体のことを考えて行劫
チーム主体の意識
ている
同僚が困っている時には互いに助け合っている
相互支援
策を検討することの重要性を示唆しているといえ
よう。
松原・鮎澤・萩原 (2004)は． Zahar(1980). 
Flin. O'Connor & Bryden (2000)，増地 (2002)
らの安全に関する組織風土とCommitteeon 
Quality of Health Care in America, Institute of 
Medicineの安全システム設計の原則を参考に．
医療安全に関する組織風土尺度を開発した。 (1)
医療安全に関して積極的に改善していく風土．
(2)医療安全に関する目標と成果を明確にする
風土，（3）患者の安全に対し責任を持つ風土，（4)
医療ミスを起こした人の責任を追及するのではな
くミスの原因を追及する風土．（5)作業効率よ
りも安全を最優先する風土．（6)組織秩序にと
らわれずに自由にコミュニケーションできる風
土．の6つの下位概念を拍出し．最終的に2つの
因子で構成されている。繁桝・村上 (2008)は．
職場の安全に関するコミュニケーションに影響す
る風土を「上意下達」「安全重視J「対外重視」「世
代差」「協調」「自己処理」「属人思考」の 7次元
で測定している。蘭 (2007)は，関係性のネット
ワークが成立することにより生まれるオートポイ
エーシス的なシステムが構築されることが，組織
不正を防ぎ組織が成長する鍵であると主張してい
る。
組織風土と不適切行為との関係では．不適切行
為を起こしやすい組織風土という観点からの研究
と．安全が保たれやすい組織風土という観点から
の研究がある。
N．被措置児童等虐待の発生にかかわる施設風土
次元の把握
被措置児童等胆待の発生要因と組織風土に関す
る文献的検討を通して．被措置児童等虐待の発生
には，社会的養護にかかわる各施設における組織
風土が関係していることが確認できた。組織風土
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に関する研究では，共通の項目ではなく組織の特
性と目的に応じて組織風土を把握することが必要
である。社会的養護施設の職務特性，ストレス要
因，組織構造，職員関係支援対象である子ども
の特性に加え，不適切行為に関係する次元と被措
置児童等虐待の発生要因を参考に．社会的養護施
設の組織風土を測定する尺度を開発することが必
要である。
最も目にみえにくい組織風土というものを明ら
かにすることによって．被措置児童等虐待の発生
に関係する要因が測定可能となり，予防的な対応
から具体的介入まで，その対応を効果的に実施す
ることができる。また同時に．組織風土が改善す
ることにより，被措置児童等虐待の防止に役立つ
だけでなく．その影響を受ける職員を支援するこ
とが可能となる。
本論では，被措置児童等虐待の発生要因と組織
風土に関する展望にとどまり，社会的養護施設の
ストレス要因や職務特性に関する検討は行えな
かった。今後は今回整理した理論的枠組みから，
具体的な組織風土次元を抽出し，実証的な手法に
よりその妥当性を検討していくことが必要であ
る。
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